
問 

多
文
化
共
生
を
推
進
す
る
上
で
課
題

に
ど
う
対
処
す
る
か
。

答 

行
政
サ
ー
ビ
ス
や
情
報
の
多
言

語
化
、
医
療
通
訳
の
普
及
、
外
国
人

児
童
生
徒
へ
の
教
育
支
援
な
ど
の
課

題
に
対
し
、
方
策
を
検
討
す
る
た
め

に
、
人
口
規
模
が
近
い
県
内
外
の
都

市
と
実
務
的
に
話
し
合
う
場
を
今
後

設
け
た
い
。

問 

浅
羽
北
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が

実
施
し
た
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
ど
う
評
価

す
る
か
。

答 

高
い
回
収
率
で
、
中
・
高
校
生

を
含
め
た
幅
広
い
世
代
か
ら
の
住
民

ニ
ー
ズ
や
課
題
等
が
「
見
え
る
化
」

さ
れ
、
地
域
住
民
の
意
向
を
反
映
し

た
結
果
で
あ
る
と
高
く
評
価
し
て
い

る
。
今
後
も
多
く
の
人
が
地
域
活
動

に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
。

問 

地
域
の
歴
史
文
化
遺
産
で
あ
り
、
市

指
定
文
化
財
へ
登
録
で
き
な
い
か
。

答 

地
域
の
要
望
を
も
と
に
、
文
化

財
保
護
条
例
に
基
づ
き
専
門
家
か
ら

な
る
市
文
化
財
保
護
審
議
会
で
調
査

と
審
議
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
建
立

年
代
や
制
作
者
を
特
定
で
き
な
い
こ

と
か
ら
、
現
時
点
で
は
指
定
要
件
を

満
た
し
て
い
な
い
。

近
藤 

正
美 

議
員

問 

同
線
は
短
期
整
備
路
線
に
追
加
さ
れ

た
が
、
地
域
や
地
権
者
の
皆
さ
ん
と
の
意

見
交
換
や
協
議
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る

の
か
。

答 

こ
れ
ま
で
の
経
過
、
資
料
な
ど

を
整
理
し
、
意
見
交
換
等
の
た
め
の

資
料
作
り
を
し
た
上
で
、
地
域
に

入
っ
て
い
き
た
い
。
時
期
と
し
て
は

8
月
下
旬
よ
り
始
め
て
い
き
た
い
。

問 

日
本
に
初
め
て
く
る
外
国
人
児
童
生

徒
へ
の
語
学
指
導
、
生
活
習
慣
を
学
ぶ
初

期
支
援
教
室
は
十
分
か
。

答 

本
年
度
か
ら
初
期
支
援
期
間
を

4
週
間
か
ら
12
週
間
に
拡
大
す
る
と

と
も
に
、
指
導
者
を
1
人
増
員
し
て

習
熟
度
別
指
導
や
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
に
よ
る
個
々
に
応
じ
た
指
導

を
実
施
し
て
い
る
。

問 

袋
井
北
小
学
校
区
で
は
「
と
も
え
サ

ポ
ー
タ
ー
ズ
」
が
行
っ
て
い
る
外
国
籍
児

童
・
保
護
者
を
対
象
と
し
た
日
本
語
教
室

な
ど
へ
の
支
援
体
制
は
ど
う
か
。

答 

身
近
で
通
い
や
す
い
時
間
に
日

本
語
を
学
べ
る
環
境
整
備
が
、
重
要

な
こ
と
と
考
え
て
い
る
。
国
際
交
流

協
会
・
コ
ミ
セ
ン
等
の
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
活
動
が
継
続
で
き
る

よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
。

寺
田 　

守 

議
員

多
文
化
共
生
へ
の
課
題
と
対
応
は

秋
葉
山
常
夜
燈
を

市
指
定
文
化
財
へ
登
録
を

小
山
鷲
巣
線
・
鷲
巣
地
内
の
整
備

地
域
で
の
外
国
人
支
援

地
区
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
評
価
は

初
期
支
援
教
室
の
体
制

岡崎の常夜燈
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